




された。建設費は約 2 億 6600 万円、建設面積は 299.25 平方メートルであった。
　なお、この新霊長類施設は、この動物園では「新サル舎」と呼ばれている [1]。
　北海道帯広市に所在するこの

















1 個体、メス 1 個体および 2007 年６月に釧路市動物園から入手したマンドリルのオス 1 個体を動物
種ごとに飼育し展示していた。新霊長類施設では、これらを引き継ぐだけでなく、札幌市円山動物園

























　この新霊長類施設が公開された 2008 年６月から 4 ヵ月間、飼育されている動物を中心に新霊長類
施設について観察した。観察期間を 4 カ月としたのは、この公開からこの研究を発表しなければなら





































































































[1] おびひろ動物園ホームページ http://www.obihirozoo.jp/　2013 年 12 月 15 日
[2] 村田浩一・楠田哲志監訳『動物園学』2011 年、文永堂出版、東京。G.Hosey, V.Melf & S.Punkhurst: 
      Zoo Animals Behavior, Management and Welfare. 2009. Oxford University Press, New York
[3] 西源二郎「第５章　博物館展示論　第４節　人文系と自然系の展示　２．自然系の展示　(2) 動物
     園」：全国大学博物館学講座協議会西日本部会編『新時代の博物館学』2012 年、芙蓉書房出版、
     東京
[4] 石田戢『日本の動物園』2010 年、東京大学出版会、東京
[5] 若生謙二「動物園の展示―ありのままの姿を求めて」『遺伝』54(5) pp15-7、2000 年
[6] 中川哲男「展示　展示計画と実施」：( 社 ) 日本動物園水族館協会教育指導部編『新・飼育ハンドブッ
     ク　動物園編　第４集　展示・教育・研究・広報』2005 年、( 社 ) 日本動物園水族館協会、東京
27
